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Study （HCS）は 1931年に、Helsinki Birth Cohort Study (HBCS)は 1934
に開始され、得られた成果から Barker仮説が立てられ、検証された。戦









化したプロジェクトである Environmental Health Risks in European 
Birth Cohorts （ENRIECO）は、ヨーロッパを基盤とする。一方、Birth 
Cohort Consortium of Asia（BiCCA）は、日本、中国、韓国、台湾を中
心に東アジアの 22出生コホートが参加し、子どもの環境と健康に特化し
たコンソーシアムである。 近年、出生コホート研究においても、ゲノム
ワイド関連研究（GWAS）に特化したコンソーシアム Early Growth 
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